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  焙煎工房 はこまめ屋 from 福岡
　

荻沼　民（おぎぬま・たみ／ATJ）

岡市東区筥崎宮近くにある「焙煎工房はこ

まめ屋」は、フェアトレード・民衆交易のコー

ヒーを取り扱う焙煎工房です。社会福祉法人グ

リーンコープの珈琲工房として、2018年7月に

オープンしました。設立にあたっては、関西にあ

る生協、生活クラブ大阪の組合員の手によって

運営されているコーヒー焙煎ワーカーズ「まめ

福」の活動も参考にしました。

　はこまめ屋では、生豆の選別・焙煎・製品づく

りまですべてを手作業でおこなっています。豆の

選別は、生豆の状態と焙煎後の2段階でおこ

なっています。この丁寧で地道な手作業での選

別が、雑味が少なくコーヒー豆の持つ本来の個性

を引き立ててくれます。焙煎は直火式の焙煎機を

使用。コーヒーの香味をひきだす重要な工程であ

る焙煎作業を担うスタッフは、必ず最初に手網*を用

いて特訓をします。これは、焼色、香り、ハゼの音など

コーヒー豆の性質を肌で感じてカラダで覚えるためで

す。これを30回程繰り返したのち、本格的に焙煎機を用

いた試焙煎に移るそうです。

　はこまめ屋は、福岡市の認定就労訓練所でもあります。商

品とするまでの工程の中に就労訓練を組み込み、社会参画に

つなげていけるよう、生きづらさを抱える若者たちを一定期間受

け入れています。現在は、生豆や焙煎豆の手選別といった作業を

担っています。

　はじめはグリーンコープ生活協同組合ふくおかの組合員向けの販

売でしたが、今年からグリーンコープ生活協同組合連合会の店舗やカ

タログ、ネットショップでの取り扱いなど販路も徐々に広がっていま

す。組合員向けにコーヒーの淹れ方や魅力を紹介するワークショップ

も精力的に開催しています。丁寧に選別・焙煎されたコーヒーは、雑味

のないクリアで豊かな香味と味わいが存分に感じられ、その美味しさ

はATJスタッフにも多数のファンが。現在は、ペルー、グアテマラ、東

ティモールのストレートのほか夏季限定で水出し珈琲の取り扱いもあ

ります。箱崎の商店街に入ると、香ばしい焙煎の香りが道いっぱいに

漂います。機会があれば是非味わっていただきたいコーヒーのひとつ

です。

*焙煎用の手網を使って、直火で焙煎する方法。

手仕事にこだわり、若者の就労も応援

カカオキタカフェでスタッフと共に（2020年12月）

福
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藤山美穂（ふじやま・みほ／ATJ）

このリニューアルに至るまで、食感や蜜のかけ具合、原材料の配合などを微

調整し、何回も試作を重ねました。これまでの「マスコバド糖の優しい味わ

いやコクを楽しめるかりんとう」というコンセプトを保ちつつ、原材料がより

シンプルになった新しいかりんとうを是非お楽しみください。

発 売から四半世紀以上ご愛顧いただいて

いたマスコバド糖かりんとう。より多くの

皆さまの手に取っていただきたいという想い

から、2022年12月に

リニューアルしました！ ここが変わった！
生地からごまを省き、

なたね油・こめ油の使

用からこめ油100％に

なりました。

しっかりかための食感

で、かめばかむほどマ

スコバド糖の味わいを

楽しめます。

製造している中谷製菓

は、大正8年創業の老

舗かりんとうメーカー

です。

くすっと笑える駄洒落

好きな社長のかりんと

うにかける熱い想いの

もと丁寧に作られてい

ます。

パッケージは、マスコバ

ド糖の産地フィリピン・

ネグロス島の抜けるよ

うな青い空と一面に広

がるサトウキビ畑をイ

メージ。幅広い世代に

親しんでもらえるよう

な可愛らしさのあるデ

ザインに仕上げました。

マスコバド糖かりんとう

マスコバド糖かりんとうの購入はオンラインでも！APLA SHOP

　 リニューアル！　　　　 リニューアル！



　2022年7月26日午前８時25分、カカオキタ社代表デキー・ルマロ

ペンさんがパプア州ジャヤプラの病院で息を引き取りました。享年63

歳。糖尿病から腎不全、透析、最期は肝硬変で20年近くに及ぶ闘病

の末、すべての力を使い尽くしました。

　デキーさんは1959年8月14日、パプア北海岸最西端ソロンで７人

姉弟の長男として生まれました。家が貧しかったので高校卒業後、地

元の銀行に就職したものの、結婚した姉が「勉強が良くできた弟（デ

キー）は大学に行くべき」と資金援助を申し出て、ジャヤプラにある国

立チェンデラワシ大学政治経済学部に入りました。

　デキーさんが学生時代を過ごした1980年代、開発至上主義を標榜

するスハルト政権はパプアの地で独立を求める先住民族を激しく弾

圧しました。デキーさんも参加したパプア文化運動グループのリー

ダーは虐殺されました。多くのパプア人が投獄、殺害されるという恐

怖と屈辱にまみれた時代でした。この頃デキーさんは1984年ジャヤ

プラに設立された「パプア農村発展財団（YPMD）」に参加し、パプア

各地の村々で清潔な水の確保に取り組み、共同の水場を得た村の女

性たちから大変歓迎されました。

村人に寄り添い続けたヒーロー

津留歴子 （つる ・あきこ／カカオキタ社）

デキーは星になったデキーは星になった

　デキーさんはカカオ生産者に常々こう語りかけていました。「インドネ

シアのなかでパプア人はビジネスができないと見下されているけれ

ど、そのわたしたちとカカオの交易をしようと言う日本の友人と出会い

ました。肌の色、文化慣習も異なる人びとですが、パプアの人間と自然

を尊重してくれる友人です」「民衆交易は、取引ではありません。『自立』

は届けられるプレゼントではありません。自分たちの力で道を切り開

く、そのプロセスの結果であり、友情と連帯に支えられたその先に共に

自立していく未来がある。その時がきたら、その時こそパプアの旗をカ

カオ畑の真ん中に立てよう！」

　デキーさんの葬儀には300名を超える参列者が集まりました。参

列したカカオ生産者のひとりは「デキーさんは本当の意味でわたした

ちのヒーローです。大学出のインテリでありながら、政府や大企業に属

することなく、ずっとわたしたち村の人間に寄り添い、行動してくれまし

た」と偲びました。

　デキーさん自身は「やり残していることがまだたくさんあるのです。

神さま、お願いですからまだ僕を連れて行かないでください」と死の

直前まで生きる執念をみせつけました。

　パプアでは宵の明星が先住民族アイデンティティーのひとつです。

デキーさんは星となり、人びとの心のなかで輝きつづけるのです。

カカオキタカフェにて（2021年1月）

カカオ事業の相談を始めた頃の
デキー（2009年7月）

　村落部での取り組みのなかでデキーさんは、パプア先住民族はイン

ドネシア政府からの援助に依存する構造に組み込まれ、経済的自立

を自ら切り開く潜在力を削がれていると思い始めました。これではイ

ンドネシアから分離独立を求めても、実態的にそれは空洞化した夢に

すぎないと確信したのです。独立を訴えるデモなどで銃弾に倒れる多

くのパプア人を目の当たりにして、「これ以上大切な命を犠牲にしてほ

しくない」という強い思いもあり、経済的自立で実質的独立を獲得す

る闘いに切り替えるべきだ、という考えをますます強めました。

　YPMDは設立当初から海外の資金援助を受けていましたが、デ

キーさんはこうした援助に頼るというYPMDのありかたにも限界を

感じていました。ドナーの意向にYPMDの方針が左右されるというジ

レンマに陥っていたのです。また2000年以降、パプアのNGOが外国

から資金援助を受けるにはインドネシア政府の承認が必要となり活

動の自由が狭められました。

　そんななかデキーさんが出会ったのが、民衆交易でした。生産地の

人間と社会に関心を寄せる日本の消費者と関係を築くことがパプア

の人びとには何よりの励みになる、と大きな期待を寄せました。そして、

YPMDとは別組織の会社「カカオキタ社」を立ち上げました。

民衆交易と出会うまで

インドネシア・パプア州インドネシア・パプア州from from 

生産者との対話を
何よりも大切にした。


